

















































との簡に，男女でそれぞれt r =0.76 (p (0.001)、1・出
0.66 (p <0.001)の有窓な関連が認められた.アンケ}ト
による総整系と 10m障害物歩行の間に r= 0.65 (p 
<0.001) ，アンケートによる柔軟性と愛感体前腐の間に r
郡 0.57(p (0.001)の有意な関連が認められた.穏広い年
総務 (40-70裁代)において フィールド体力テストと潟
い相i越がみられ，さらにコンピュータ適応裂テストの開発
を可能とし自己評舗による体力推定法の有用性が示された.
i考察}今後，イメージしにくい質問項目をとた慈して，若
~中年務に対する体力テストの妥当性を検粧し，自己体力
野織に総え， 5主体怒気インピーダンス法による体組成測定
や身体活動誌のモニタ 1)ングによる運動プログラム縫供や
効染の検挺と合わせて，縦断的な迩動の~)J巣に対する自己
体力関2締法の宥効性を検討することが研究諜鑓である.
i結論}本研究の絡来は，演8反応理論によるアンケート
式体力iJllJ定法は， 40-79哉の総広い年齢層に対し，適応で
きることを示している.
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